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1例,スキ-/一外傷1例である.受像部位は6例が後頭部

で coupinjuryにより発生 していた. 1例は前頭部で

ありcontrecoupinju汀 と考えLT･)わた.

Contreeoupinjur･yによる小脳挫傷はまわでほとん

どの報告が cc■upirljuryである.初診時意識しベ′し･は

GCS3,6の重症例2例と10から15までの軽症例5例で

あった.7例中6例がテント上損傷を合併していた.GCS

3,6と GCS13の症例i･こ手術を行なし､GCS3の症例

は死亡した.退院時 A_DLは 1が3例,2が 1例,4

が2例であった.

死亡例は手術まで17時間経過 しており速やかな減圧が

重要であると思われた.

0-51) 自然消失後に再出血を来した急性硬膜下
血腫の稀な 1例
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外傷性急性硬膜下血腫で一旦血腫がはば消失したiこも

拘らず,後口急激に血腫増大を来し昏睡となi).手術iこ

より救命し得た稀な1例を経験 したので報告する.

症例は69歳男性,交通事故による頭部打撲で CT 上

急性硬膜下血腫を認め,当科紹介となった.受傷直後に

は意漁消失を伴ったが,来院時をこぼ藩論清明で神経学的

に異常所見無 く.CT L血腫は縮′ト傾向で.保存的に経

過観察を行なった.受傷翌日の CT では血経はほほ消

過 していたが,受傷2日後突然 JCS200の意識障害と

瞳孔不同 ･散大を来し,Crで著明な血腫増大を認れ

直ちに開頭血瞳除去術を行なった.出血点はcorticalart-

eryであった.術後経過は良好で GRで退院した.

あり.臨床上注意すべきと思われた.再出血の榛序は.

corticalarteryの出血が一時的iこ止血され その後血

腫の吸収により頭蓋内圧が低~FL出血を誘発したものと

考えられた.

0-52)乳幼児慢性硬膜下血瞳7例の臨床的検討
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[臼的および対象]CT 導入以後当科で経験 した7例

の乳幼児慢性硬膜下血腫の治療成績を検討した.内訳は

男1作れ 女6例.年令は1+i:i-1歳9ケ月 (平均8.7Jr

761

月) で あ る . [結 果 ] 全 例軽挙を主訴として入院した.CT

上血腫は両側性 5 †礼 片側性2例であり,lowdens巾,

を示すもの6例,11eVeau形成するもの1例であった.

Ll例で穿頭血腫洗浄術のふ.3例ではさl二･)i･こ血腫腔一腹

陛短絡術を行った.血腫洗浄のみの4例中2例は術後再

十分と判断し,血腫隆一腹腔短縮術を行った.術後のCT

所見は.5例で血腫腔が消失.2例では硬膜下水陸を認

めた.7例中6例は生存.うち4例は通常の学校生活を

送り.2例は竃度の障害を残している. 1例は術後合併

症で失った.[結語]乳幼児慢性硬膜下血腫では早期に

適切な手術治療を行うことによ-,て良好な予後が期待で

きると考えられた.

0-･-53) 高齢者 (70歳以上)慢性硬膜下血腫の治
療
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慢性硬膜下血腫の治療は.穿頭による血腫洗浄及び ド

レナ-ジが広 く行われている.しかし,高齢者で脳萎縮

の強い症例では術後に血腫腔に空気貯留がみられること

が多い.今回は術後の血腫腔の空気貯留の占める割合と

消失までの期間を検討 したので報告する.

【対象と方法】1988年 1月から1993年12月までに当

科で行った高齢者慢性硬膜下血腫手術例33例 (平均年令

SO歳)を対象とした.局所麻酔下に穿頭洗浄後 ドレ-ソ
を血腫腔に挿入した30例の術翌日の CT で残存血腫陸

の空気の占める割合を計測 し,残存期間を検討 した.

【結果】残存血腫腔の空気の占める割合は,19.2%･-83.

2%で平均46.8%であった.残存期間は最長26日間であった.

【考察】慢性硬膜下血腫術後に血腫腔に空気の貯留は

意外に多く治癒期間を遅王丁)せる原田となり,血腫腔-の

空気の流人を防止する:1二大が必要である.我々は.最近

Doubledrainagetutp を作製 し,血腫洗浄を行っても

術後血腫腔の空気貯留をなくする工夫を行っているので

報告する.


